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1.墜落制止用器具に関する知識

労働安全衛生法（労働安全衛生規則）等に基づく安全衛生教育
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労働安全衛生法において、一定の危険有害業務に労働者を就かせる場合には、資格取得や特
別教育を実施する義務があります。

過去の労働災害を分析すると危険有害性に関する知識や対応する技能があれば防止できた
ケースが多数認めたからです。

労働災害や職業性疾病を防止するためにこれまで見てきたように機械や設備を安全な状態で使
用するだけではなく、これを使用する労働者に対して適切な救育を実施する必要があります。

なぜ特別教育を行うか

0.はじめに1.墜落制止用器具に関する知識



・雇入れ時の安全衛生教育は、入社後直ちに実施することが重要です。
　また、パートタイマーやアルバイト労働者であっても、確実に実施する必要がありま　　す。

・安全衛生教育等は年間安全衛生推進計画等に基づき計画的に実施する必要があります。

・安全衛生教育の実施担当者（部署）等を定めて必要な管理を行わせるとともに、その　    　記録
を確実に実施する必要があります

・作業内容変更時の安全衛生教育は転換した作業に就く前に確実に実施する必要があり　　ま
す。

特別教育について

1.墜落制止用器具に関する知識 0.はじめに



0.はじめに

特別教育の概要

特別教育を行う方法
企業内または企業外で行う。
事業者の責任において実施。

特別教育の内容
科目や時間が定められている。

特別教育の実施記録
記録を作成し、3年間保存すること。

1.墜落制止用器具に関する知識



0.はじめに1.墜落制止用器具に関する知識

科目 範囲 時間 合計

1.墜落制止用器具

に関する知識

1.墜落制止用器具のフルハーネス及び

　ランヤードの種類及び構造

2.墜落制止用器具のフルハーネスの装着方法

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等

　への取り付け方法及び選定方法

4.墜落制止用器具の点検及び整備の方法

5.墜落制止用器具の関連器具の使用方法

2時間

6時間

2.作業に関する知識

1.作業に用いる設備の種類、構造及び取り扱い方法

2.作業に用いる設備の点検及び整備の方法

3.作業の方法

1時間

3.労働災害の防止に

関する知識

1.墜落による労働災害防止のための措置

2.落下物による危険防止のための措置

3.感電防止のための措置

4.保護帽の使用方法及び保守点検の方法

5.事故発生時の措置

6.その他作業に伴う災害及びその防止方法

1時間

4.関係法令 安衛法、安衛令及び安衛則中の関係条項 0.5時間

5.実技教育 墜落制止用器具の使用方法等 1.5時間



1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

安全帯を墜落制止用器具に変更

１.  安全帯を「墜落制止用器具」に変更します。
　「安全帯」の名称を「墜落制止用器具」に改めます。  
    「墜落制止用器具」として認められる器具は以下のとおりです。　

※ 「墜落制止用器具」には、従来の安全帯に含まれていたワークポジショニング用器具で　あるＵ
字つり用胴ベルト  は含まれません。なお、法令用語としては「墜落制止用器具」となりますが、建設
現場等において従来からの呼称である「安全帯」「胴ベルト」「ハーネス型安全帯」といった用語を使
用することは差し支えありません。



1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

安全帯とは

安全帯とは、厚生労働省告示の *「安全帯の規格」に定められた墜落防止用保護具のことである。

２ｍ以上の高所作業時においては、墜落を防止するため足場等の作業床の設置が必要となる

が、それが困難な場合は、安全帯の使用等の対策を講じることが労働安全衛生規則で義務付け

られている。  安全帯には、胴ベルト型安全帯とハーネス型安全帯 がある。 　
胴ベルト型安全帯は、腰に装着して使用する安全帯である。

ハーネス型安全帯は、複数のベルトを肩部、腿部等に装着して使用する安全帯である。

墜落阻止時の衝撃荷重を複数のベルトで受けることにより、 人体に負担の少ない安全帯である。 
安全帯は、これにランヤードを取り付けて使用する。

ランヤードは、身体に着用した安全帯と  親綱等の取付設備を連結することで墜落防止を行う部材

である。フックの掛け替えが多い作業では、

ランヤードを２本備えた安全帯（二丁掛安全帯） が、建設業を中心に広く使用されている。

*現在では【安全帯の規格】から改正し【墜落制止用器具の規格】になりました。

次です、そもそも安全帯、もしくは墜落制止
用器具とは何かという内容が書いてありま
すので読んでいきます



墜落による災害

・胴ベルト型は、腰に一本のベルトを装着するため、墜落阻止時に体が抜け出す　リス
クや、墜落阻止時に体がくの字になり胸部や腹部を圧迫してしまう危険性　がありま
す。厚生労働省の統計によると2006~2015年（平成18~平成27年）　の10年間で安全
帯が宙吊りになった際に胴ベルトが胸部にずり上がって圧迫さ　れ、死亡する事例が6
件ありました。その点フルハーネス型ですと胴だけでは　なく、肩や腿にもベルトを装着
しますので、抜ける心配もありませんし、衝撃　も分散することができます。

・2012年（平成24年）から2016年（平成28年）まで20%減少を実現していま　すが、第
13次労働計画ではさらに15%の減少が目標となっています。目標を　達成するには墜
落・転落の対策が有効だという判断が、今回のフルハーネス型　安全帯の着用義務化
の背景にあります。

1.墜落制止用器具に関する知識
1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造



1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

安全帯の種類

・安全帯の種類は1種から3種までの3種類に定められています。
・安全帯には胴ベルトに縫製してあるラベルに 墜落制止用器具の規格適合品及び安全帯の種　類
が表示されている。購入にあたっては、必ずこの表示を確認する。
・旧タイプの安全帯のラベルには安全帯の規格適合品と記載されていますので注意。
・現行の構造規格に基づく安全帯（胴ベルト型・フルハーネス型）を使用できるのは  2022(平　成34)
年1月1日までとなり、それ以降は 2019年（平成31年）2月1から製造・販売されてい　る新規格タイプ
の安全帯を使用してください。

種類 ベルトの型式 備考

1種安全帯 胴ベルト

2種安全帯 フルハーネス

3種安全帯A
垂直面用

ハーネス 窓拭き用

3種安全帯B
傾斜面用

ハーネス 傾斜面用

では、安全帯の基礎知識が終わりましたので次は安全帯の
種類を学んでいきましょう。では下の文章から、 c

安全帯の1種から3種とは
何か、ひだり上の図を見ま
すと、、

右上の図の主な内容は上から三
マス目、改正法令に基づく墜落
制止用器具のらんですね、ここ
が新規格タイプの新しい安全帯
であり、
その下が旧タイプの安全帯にな
ります。先ほども説明しましたが
旧タイプを使用できるのは 2022
年1月1日までとなります
その下の安全帯の規格改正は
① 「安全帯」を労働者に使用さ
せることを事業者に義務付ける
ことを内容としている規定  ② 作
業主任者等に「安全帯」の使用
状況の監視や機能の点検等を
義務付けることを内容とする規
定となっております。
その下の改正構造規格に基づく
墜落制止用器具のはんばいは
新規格のタイプの安全帯の製
造。販売可能日ですねしたは旧
タイプの安全帯のいつまで販
売、製造可能かを表しています。



1種安全帯・胴ベルト型（1本つり）

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

胴ベルト型安全帯と呼ばれている墜落制止用器具です。
胴ベルト型安全帯は1本つり用ベルトにD環を付けたものを標準として使用します。
腰部に巻きつける構造で、主に胴ベルトとバックル・ D環により構成されています。

①胴ベルト
②ロープ
③フック
④D環
⑤バックル

主な種類　　　　その他種類

・先止め金具
・ロープ収納袋
・摩擦防止部品
・フックハンガー
・補助ベルト

次は一種安全帯の胴ベルトです



1種安全帯・胴ベルト型（1本つり）

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

1.ロープストラップ一本つり専用安全帯
　一本吊り状態でのみ使用できる安全帯で、ランヤー　ド
に体重を掛けるような使い方はできません。
　2.ストラップ巻き取り式一本つり安全帯
　巻取り式はストラップが収納できるため作業中邪　　魔に
ならない他、たるんだランヤードを構造  物等に　引っ掛
け、体のバランスを崩す等のリスクを防ぐ利 　点がある。ま
た、落下を短かくできる  ロックタイプ　もある。ランヤードに
体重を掛けるような使い方は　できません。

3.二丁掛け一本つり安全帯
　フックの掛け替え作業が多い作業現場では、 安全性   　
を向上させるため、二本のランヤードを備えたダブ 　ルラ
ンヤード式安全帯の使用が一般化 してきていま　す。ダ
ブルランヤード式安全帯は、交互にランヤー　ドを掛け替
えます。

図にある胴ベルトは 1番のです
ね、



胴ベルト型（U字つり）

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

1種安全帯には一本つりとU字つりがあり、一本つりは墜落制止用器具として認められてい
るがU字吊りは墜落制止用器具として認められていません。
U字つりの胴ベルトの中には一本つりと兼用で使える種類もありますが、どちらかしか使え
ない為、U字つりを使用している時は墜落制止用器具として認められません。

①ベルト

②補助ベルト

③ランヤードの　

ロープ等

④フック

主な種類　　　

⑤伸縮調節器

⑥D環・8字環

⑦バックル

墜落制止用器具としては使えません

次は胴ベルト型 Uじつりです、読
んでいきます、



U字つりは墜落制止用器具としては使えません

胴ベルト型（U字つり）

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

1.U字つり専用安全帯
　U字つり状態で使用できるものであり、ランヤー　ドの
フックの口開きがロープの径よりも小さい構 　造になって
ます。

2.一本つりU字つり兼用安全帯
　一本つり、U字つり状態でも使用できる安全帯。　ラ
ンヤードのフックの口開きが直接ロープに掛　ける大
きさであるか、あるいはフックを掛ける　ための 8字環
がランヤードについた構造であり、　ランヤードの構造
物に回し掛けして一本つり状　態で使用できる構造に
なっています。

3.常時接続型補助フック付き一本つり
　U字つり兼用安全帯
　一本つり、U字つり状態でも使用できる安全　　帯。
ランヤードの本フックを掛け渡しする時に　墜落する
のを防ぐためにロープの反対側に補助
　フックが取り付けてあり、無ロープ状態を無く　す構
造になっています。

次もUじつりの種類と細かな内容
になります、、これも図にある Uじ
つりはは1番のものですねです
ね、



3種安全帯

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

3種安全帯A 3種安全帯B

垂直面用胴ベルト型安全帯は、高層ビルの窓拭き作業などで垂直面を移動しながら作業する場合に
使用する安全帯です。傾斜面用胴ベルト型安全帯は、法面などの傾斜面で作業をする場合に使用す
る安全帯です。3種安全帯の全体図を種類別に下図に記載しました。

次は先にマイナーな 3種安全帯
の説明です。



2種安全帯（フルハーネス）

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

・全身を保持するフルハーネス型は、身体の複数の部位　
にベルトを装着する構造になっています。
・肩、腿、胸、骨盤、胴ベルトなど複数のベルトや　　バック
ルで構成され落下を制止した際の 衝撃を複数　のベルトで
分散させる構造になっています。
・これにより体が安全帯からすり抜けることや胸部、　腹部
を強く圧迫するリスクを減らし 、宙つり状態で　も体の重心
位置が頭部側にD環を維持するため、作業　者の姿勢が 逆
さま姿勢になることを防止する機能 も　あります。
・D環が背部にあるのが一般的であり、バックル部分等　で
ベルトの長さを調節できる構造になっており、身　体にフィッ
トするよう調節して使用する。　

①肩ベルト
②ランヤード
③フック
④ショックアブソーバー

⑤D環
⑥胴ベルト・バックル
⑦胸ベルト・バックル
⑧長さ調節環

⑦

⑧

次は今回のメインであるフルハーネスです
ね、まずは読んで

さっきの2番ランヤードは、 2番、3番、四番
の三つ合わせたものがランヤードで正確に
2番はロープという名称になります。



フルハーネス型の種類（背中ベルト）

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

・フルハーネスの背中のベルトには一本のタイプ　と
二本あるタイプがあります。

・二本タイプはサスペンダー機能があり腰の重さ　を
肩に分散することができ、一本タイプは胴回　りに工
具袋を装備しやすい構造になっているが　べルトがず
れやすい。

・腰に作業ベルトがついている物とついていない　もの
もあります。

各種の安全帯の種類が終わりま
したのでフルハーネスの種類を
見ていきましょう、



フルハーネス型の種類（腿ベルト）

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

・腿ベルトV字型は宙づり時に骨盤を包み込むよ　う
体を支える形状になっています。

・腿ベルト水平型は立ち姿勢の作業に特化して使　
われ全体の形がわかりやすく少し着用しやすい　作
りになっています。

・作業ベルトがついている　
ハーネス。
・中にはU字つり安全帯も　使
用できるワークポジ　　ショニ
ング用器具付きの　ハーネス
もあります。
・D環の位置は背部が一般　
的だが胸部にもD環が取　り
付けられているものも　ありま
す。

次はももベルトの種類です

背中ベルトや腿ベルトそれぞれ
は違いはありますが作業者に
よって決められていないので好き
なタイプを選んで大丈夫です



フックとはランヤードの構成部品の一つであり、
ランヤードを取付設備または胴ベルトもしくはフルハーネ
スに接続された環に接続するためのかぎ形の器具のこと
をいいます。
そしていざという時に作業者の身体をつる起点 になるとこ
ろです。
取付設備用のフックは自動的に閉じ、かつ 2つ以上の連
続した操作を行わないと外れない機能 を備えています。
鉄・アルミでといった金属で作られています。

1.墜落制止用器具に関する知識

フック

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造

ハーネスの種類が終わりました
ので次はフックの説明です。



1.墜落制止用器具に関する知識

ランヤード

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造

ランヤードとは身体に着用した安全帯と親綱等の取付設備等を連結するための部材で、
ロープ又はストラップ、フック、ショックアブソーバ等で構成されている。 　主なランヤードの
種類として、ロープ式（３つ打ち、８つ打ち等）、衝撃荷重吸収型ストラップ式、巻取り式があ
ります。 　
巻取り式はストラップが収納できるため作業中邪魔にならない他、たるんだランヤードを構
造 物等に引っ掛け、体のバランスを崩す等のリスクを防ぐ利点がある。また、落下を短かく
できる ロックタイプもあります。 
屋根上作業では、ランヤードのフック取付位置が腰より低くなるため、衝撃吸収型のラン
ヤードを標準として使用するものとする。また、ランヤードを使用せず安全ブロック等を直接
Ｄ環に連結する場合も多いため、ランヤードは着脱タイプを標準としています。

次はランヤードの説明です



ショックアブソーバーとは墜落阻止時に発生する衝撃荷重を
大幅に削減するためのものであり、作用する軸力が小さくな
るため、安全帯取り付け設備やランヤードにも作用する荷重
も小さくなり、鋭利な角部等に接触した際に生じる摩擦力も小
さくできるため、ショックアブソーバー機能を備えていないラン
ヤードに比べランヤードの切断リスクを低減する効果も期待
できます。

ショックアブソーバー

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

ショックアブソーバー

新規格タイプのフルハーネスに
はショックアブソーバーが基本つ
いていますが他の墜落性使用器
具でついていない場合ショックア
ブソーバーをつけましょう。



1.墜落制止用器具に関する知識

ロープ式ランヤード

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造

・ランヤードの種類の中で、最もシンプルな　　構
造で軽量です。
　このランヤードは胴ベルト型であればショッ　ク
アブソーバの有無が選択できます 。
　ショックアブソーバ付きは落下時に身体に作　用
する衝撃荷重を低減できる効果がありま　　す。な
お、この衝撃荷重の大きさは、ショッ　クアブソー
バの種類により、設定値が異な　　ります。
・ロープには縄状の撚り（より）ロープと布　　状の
外皮に覆われた編みロープがあります。

・撚りロープはナイロン繊維を練り合わせた 3本からなる3つ打ちロープ8本からなる8つ打ちロープが　あり、3
つ打ちロープは85kgの物体の落下試験では伸びが約 20%あり安全帯の規格8kN耐衝撃性は満　たしてま
す、胴ベルトでショックアブソーバー無しで使用しますと肋骨骨折等の危険性 があります。
　8つ打ちロープはしなやかで落下試験では伸びが 35%はあるが胴ベルトでショックアブソーバー無 し　で使
用すると肋骨骨折等の危険性があります。



1.墜落制止用器具に関する知識

伸縮式ランヤード

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造

伸縮式ランヤードは命綱が伸び縮みしま
す。　軽さや作業性のバランスの取れたラ
ンヤードとなっております。



1.墜落制止用器具に関する知識

巻き取り式ランヤード

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造

巻き取り式ランヤードの最大の特徴は、ラン
ヤードが巻き取れるため、使用しない場合に
はランヤードが容易に収納できます。
このランヤードにはショックアブソーバが標準
装備されているので、落下時に身体に作用す
る衝撃荷重を低減できます。
また、落下距離を短くできるロック機能を搭載
した仕様もあります。
巻き取りタイプは常に巻き取り続けるタイプと
一定幅でロックされるタイプがあります。常に
巻き取り続けるタイプは作業中に引っ張られ感
があります。



1.墜落制止用器具に関する知識

衝撃荷重吸収型ストラップ式ランヤード

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造

衝撃吸収機能を有するランヤードは、スト
ラップ仕様が主流となっている。ストラップ
自体に衝撃吸収機能が搭載されている
ので外観はスマートになっています。
作業中は余ったロープで障害物や身体
にひっかかる可能性があります。



バックル

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

・バックルには3種類ありスライド式、腿ベルトな　どに
使用するワンタッチ式、パススルー式などそ　れぞれの
バックルには誤った装着ができないもの　を使用する。
・スライドバックルは胴ベルトでよく使用され、ベ　ルトを
ホルダー通して使用し、通し方を間違える　とバックル
が障害物等に引っかかったり力をかけ 　ると簡単に緩
んでしまう。
・スライドバックルの通し方はバックルの裏側の刻　印
⇧１ の所にベルト先端部を通し、次に表側の　⇧２  に入
れる。最後にバックル後部のベルト通　しに通す。

スライド式バックル



・ワンタッチバックルは片方の手でバックル本体を　保
持して、差込プレートを本体の奥に当たるまで　差し込
む。両方のロック解除レバーがロックの位　置にあるこ
とを確認し、さらにベルトを左右に引　張って、バックル
がロックされていることを確　　認する。フルハーネス型
は通常2つ以上の腿ベル　トのバックルがあるので 左
右の組み合わせを間違　えないように注意しましょう。
・パススルーバックルは差し込みスライド板を横に　し
た状態でバックル本体の開口部に通した後に向　きを
変えてパススルーバックル本体に重ね合わせ　て隙間
をないようにはめ、その後ベルトの長さを　調整しま
す。

バックル

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造1.墜落制止用器具に関する知識

ワンタッチバックル



カラビナはランヤードの構成部品の一
つでありランヤードを取付設備又は胴
ベルトもしくはフルハーネスに接続され
た環に接続するための環状の器具の
ことをいいます。

連結ベルトはフルハーネスのD環に連
結させ安全ブロックのフックにかけれ
るもので、はしごの昇降などによく使わ
れます。

1.墜落制止用器具に関する知識

その他の器具及び用具

1.墜落制止用器具のフルハーネス及びラン　 　
ヤードの種類及び構造

カラビナ

連結ベルト

では次はその他の器具及び用具の説明です

右上の図のカラビナはランヤードの構成部品の一つであり
ランヤードを取付設備又は胴ベルトもしくはフルハーネス
に接続された環に接続するための環状の器具のことをい
います。着脱式のランヤードの着脱部品などに使われて
います。

次に右下の連結ベルトと言うものですがですが
フルハーネスのD環に連結させ安全ブロックのフックにか
けれるもので、はしごの昇降などによく使われます。
D環に墜落制止用のフックを取り付けたりする場面に連結
ベルトをつけておくと非常にフックが欠けやすくなります。



1.墜落制止用器具に関する知識

墜落制止用器具の装着の方法

2.墜落制止用器具のフルハーネス
　の装着方法
　

・取扱説明書を確認し、安全上必要な部品が揃っているか確認しましょう。
・いざという時にズレや抜け落ち、安全な姿勢が保持できないようなことがな　く墜落が
制止されるように緩みなく確実に着用しましょう。
・胴ベルト等など安全上必要な部品を取り外さないようにしましょう。
・胴ベルト型はなるべく腰骨の近くで、墜落制止時に足部や胸部の方にズレない　ように
確実に着装をしてください。
・バックルは正しく装着しベルトの端はベルト通しに確実に通してください。
・バックルの装着を正確に行うためワンタッチバックル等誤った装着ができな　い構造を
使用するのが望ましいです。
・フルハーネス型の場合、通常2つ以上のバックルはありますがこれらの組み合　わせを
間違えないように注意して着用しましょう

ではここから、墜落制止用器具の基礎知識と種類を学びました
ので、範囲の2番墜落制止用器具のフルハーネスの装着方法
について学んでいきましょう。
装着方法は誤った装着をしてしまうと、墜落時にはもちろん
ですが作業中にも影響が出てしまうので気をつけましょう。
では上から読んでいきます。

まずは購入した墜落制止用器具の取扱説明書を読んでくださ
い、そして取扱説明書を読みながら各部品が揃っているか確認
しましょう。

あまりにもベルトが緩いと作業中に自分の膝や障害物などに
引っかけて転倒してしまう恐れがありますので注意しましょう。

胴ベルトの道具は作業に応じていろいろ道具をつけると思いま
すがベルトがいっぱいになってつけれなくなったとしても
安全上必要な部品は必ず全部つけるようにしましょう。
そして胴ベルトはあまりお腹の方につけてしまうと墜落時に腹部
を圧迫してしまいますので注意してください。

先ほどバックルの話でも出ましたがベルトのはしが出たままにな
るとそこから緩んでんでしまったり機械の回転体などにも巻き込
まれやすいので気をつけましょう



1.墜落制止用器具に関する知識

墜落制止用器具の装着の方法

2.墜落制止用器具のフルハーネス
　の装着方法
　

周囲の人たちとお互
いに確認し合いま
しょう。

背中のD環は肩甲
骨の中心の高さあ
たりが適切です。

ではここからはフルハーネスの装着方法に入ります。
まずは左上から読んでいきます。

ハーネスを外す時は逆の順番で６番から行えば外せます。

一度装着したら自分で確認するよりも周囲の人たちとお互いに
確認し合いましょう。

背中のD環は肩甲骨の中心の高さあたりが適切です
ハーネスが緩かったりすると D環の位置も低くなります。

あと腿ベルトのワンタッチバックルのタイプはいいですがパスス
ルーバックルで何度もつけ外しが面倒な場合は一度つけ、長さ
を調節したら腿ベルト以外を外したら脱げますので装着時はズ
ボンを履くように上から足を通していけば腿のパススルーバック
ルを毎度装着しなくてもよくなります。



1.墜落制止用器具に関する知識

フルハーネスの使用すべき高さ

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等
　への取り付け方法及び選定方法
　

（１）墜落制止用器具は、フルハーネス型を原則とすること。ただし、墜落時にフルハーネス型の墜
落制止用器具を着用する者が地面に到達するおそれのある場合は、胴ベルト型の使用が認めら
れること。

 （２）適切な墜落制止用器具の選択には、フルハーネス型又は胴ベルト型の選択のほか、フック等
の取付設備の高さに応じたショックアブソーバのタイプ、それに伴うランヤードの長さ（ロック付き巻
取り器を備えるものを含む。）の選択が含まれ、事業者がショックアブソーバの最大の自由落下距
離や使用可能な最大質量等を確認の上、作業内容、作業箇所の高  さ及び作業者の体重等に応じ
て適切な墜落制止用器具を選択する必要があること。

 （３）胴ベルト型を使用することが可能な高さの目安は、フルハーネス型を使用すると仮定した場
合の自由落下距離とショックアブソーバの伸びの  合計値に１メートルを加えた値以下とする必要が
あること。このため、  いかなる場合にも守らなければならない最低基準として、ショックアブ  ソーバ
の自由落下距離の最大値（４メートル）及びショックアブソーバ  の伸びの最大値（1.75 メートル）の
合計値に１メートルを加えた高さ  （6.75 メートル）を超える箇所で作業する場合は、フルハーネス型
を使用しなければならないこと。

ではフルハーネスの装着方法が終わりましたので
次は3番墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等への取
り付け方法及び選定方法を学んでいきましょう。
この範囲は取り付け設備等への取り付け方法と選定方法、選び
方の二つに分かれていますのでまずはフルハーネスの選定方
法を学びましょう。

原則はフルハーネスで高さ 6.75m以上の高さではフルハーネス
を確実に使用してください。ですが、フルハーネスは落下時の衝
撃を抑えるため胴ベルトよりランヤードの伸び合計が長くなりま
すので基本低い作業床がメインの場合は胴ベルトの使用が認
められますが使用できる高さも決まっていますし、作業する元請
けによってルールがあると思いますので確認しましょう。

また詳しくはあとで説明しますが
フルハーネスの選定で重要なのがショックアブソーバー、
ハーネスのベルト、あとは胴ベルトかフルハーネスか特にこの
三つの選定を誤ってしまうと法令違反になりますし事故する可
能性も高くなりますのでちゅういしましょう



1.墜落制止用器具に関する知識

フルハーネスの使用すべき高さ

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等
　への取り付け方法及び選定方法
　

自由落下距離 
作業者がフルハーネス又は胴ベルトを着用する場合 におけるフル
ハーネスにランヤードを接続する部分の高さからフックの取付設備等
の高さを減じたものにランヤードの長さを加えたものをいいます。
（図 １及び図２のＡ） 
落下距離 
作業者の墜落を制止するときに生ずるランヤード及びフルハーネスに
自由落下距離を加えたものをいいます。（図１及び図２のＢ）

A自由落下＝4m

B落下距離＝6.75m

b.D環の高さ＝1.45m
c.ランヤードの長さ＝1.7m
d.ショックアブソーバーフルハーネスランヤードの　伸び
＝2.75m
b-a.追加落下距離最大値＝2.3m 

次にハーネスを選定するに当たって覚えていただいて欲しい自
由落下と落下距離の説明に入ります。
右の図は厚生労働省が提示した自由落下と落下距離の計算方
法の図になります、ちょっと頭が痛くなりそうな図ですがここで一
番重要なところは図の一番右にある大文字 Bの落下距離（左下
に書いてある6.75m）ここが重要です。この落下距離が分かれ
ば現場内容でハーネスを使用するか胴ベルトを使用するかがわ
かります。ではなぜこの落下距離になるのかという詳細を左上
から読んでいきます

次に図の左下名称を読んでいきます

自由落下距離の計算はランヤードの長さ＋追加落下距離これ
が自由落下距離

落下距離は自由落下距離に＋ dを計算すると6.75mになりま
す。



1.墜落制止用器具に関する知識

フルハーネスの使用すべき高さ

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等
　への取り付け方法及び選定方法
　

胴ベルトの方がランヤードと
D環の距離が近いので

落下距離が短い

胴ベルト ハーネス 次に、胴ベルトとハーネスの落下距離を図で比べてみました
見ての通り胴ベルトの方がランヤードと D環の距離が近いので
落下距離が短いのがわかりますね



1.墜落制止用器具に関する知識

フルハーネスの選定

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等
　への取り付け方法及び選定方法
　

5m以上がフルハーネス型安全帯を使用
する目安であり、6.75m以上の高さの作
業では必ずフルハーネス型安全帯を使
用しなければならない。

5m未満の高さでの作業であって墜落制
止時に作業者が地面に到達する恐れが
ある場合は胴ベルト型安全帯を使用す
ることができる。

5m以上が目安

6.75以上は
フルハーネス

5m未満の高さ

原則はフルハーネス

一般的な建設作業では 5mを超える
高さ。
柱上作業等では2m以上でフルハーネス
型が推奨されています。

では先ほど学んだ落下距離でハーネスの選定をしてみましょう、



1.墜落制止用器具に関する知識

フルハーネスの選定

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等
　への取り付け方法及び選定方法
　

作業に応じたフルハーネスの選定
①落下距離を把握し、ハーネスか胴ベルトを選定
②作業者の体重に応じた器具の選定
③ショックアブソーバーの選定
④ランヤードの選定

落下距離で選定 ①ハーネス

①胴ベルト ランヤード

②作業者の
重量

85kg用

100kg用
③

ショックアブ
ソーバー

1種

2種
④
ラン
ヤード③

ショックアブ
ソーバー

1種

2種

ここでハーネスか胴ベルトの選定がわかりましたので
次ハーネスの選定の流れを見ていきましょう
赤の矢印で書いてあるところが今の状態です。
では左から、、

ランヤードの選定は特に決まりはなく作業性や好みに合わせて
好きなランヤードをつけても良いのですが一部ランヤードの取り
付け設備の中にはランヤードの長さが決まっているものがあり
ますので注意が必要です。



1.墜落制止用器具に関する知識

重量で器具を選定する

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等
　への取り付け方法及び選定方法
　

墜落制止用器具は、着用者の体重及  び
その装備品の重量の合計に耐えるも  の
でなければなりません。  
（85kg用又は100kg用。特注品を除  く。）

装備品の重量も入りますので
重量ギリギリだと注意が必要

次は作業者の重量によって使用するハーネスが代わりますので
見ていきましょう

100kgを超えている場合は特注品をメーカーに作ってもらうか
メーカーに相談しましょう



腰の高さ以上にフック等を掛けて作業を行うこと
が可能な場合には、第一種ショック アブソーバを
選定します。鉄骨組み立て作業等において、 足
下にフック等を掛けて作業  を行う必要がある場
合は、フルハーネス型を選定するとともに、 第二
種ショックアブ  ソーバを選定します。（両方の作
業を混在して行う場合は、フルハーネス型を選定
するとともに、  第二種ショックアブソーバを選定し
ます。）

ショックアブソーバー

1.墜落制止用器具に関する知識

第1種 第2種
ショックアブソーバーは
フック位置によって適切
な種別を選定

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等
　への取り付け方法及び選定方法
　

次はショックアブソーバーの選定方法ですまずは左から読んで
いきます

第二種を使用すればどちらもかけて便利ですがその分衝撃吸
収が強いためランヤードの伸び合計が長くなってしまい落下時
に障害物に当たる危険性が高くなってしまいます。
なので基本的に安全帯をかけれる作業であれば一種のショック
アブソーバー推奨します。



1.墜落制止用器具に関する知識

フックの取り付け方法

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等
　への取り付け方法及び選定方法
　

フックの外れ止め装置と安全装置の
両方を同時に握ることで開閉ができま
す。
安全装置を握って、外れ止め装置
を取付対象物に当てておさえるような
取り付け方も可能です。

外れ止め装置

安全装置

では次にランヤード取り付け設備等への取り付け方法について
学んでいただきます。では読んでいきます。



1.墜落制止用器具に関する知識

ランヤードの取り付け位置

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等
　への取り付け方法及び選定方法
　

自然落下距離及び作業床からの落下距離を縮
めて衝撃を減らすため、ランヤードの取付位置
は作業性が許す限り、なるべく高い位置にしま
す。
墜落制止用器具使用時の留意点
①墜落阻止時には安全帯取付設備に大きな衝　
撃があります。衝撃に耐えうる適切な安全　帯
取付設備を確保し、作業者に周知しま　　しょ
う。
②ランヤードが切断するリスクを低くするた　
め、墜落阻止時にランヤードが鋭利な角部　等
に接触しないようにしましょう。また、　墜落時に
激突するおそれのある障害物が下　方にないか
を確認しておきましょう。

まずは、作業性がゆるす限り安全帯をなるべく高いところにかけ
ましょう、その際フックをかけるポイントは墜落衝撃に耐えれるも
の、すぐ取れそうなところにかけてはいけません、そして墜落時
にランヤードが鋭利なものに触れ切断しないようようにと墜落時
に障害物がないか注意しましょう、



1.墜落制止用器具に関する知識

ランヤードの取り付け位置

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等
　への取り付け方法及び選定方法
　

安全帯は墜落する労働者を地面などに激突させないようにするのが目的です
が水平距離が確保できる場合は、作業員が墜落危険箇所に接近できない箇所
にランヤードを取り付けることで、墜落の危険事態を防ぐことを考えましょう。
下層や地面までの距離が近距離である場合はランヤードを短くしたり、フックの
取り付け位置を高くしたりする工夫が必要です。
ロック付きランヤードも推奨します。

次もランヤードの取り付け位置ですね

安全帯は地面に落下を防止するものですが横の幅が広い作業
エリアであった場合はランヤードが伸びきっても墜落危険エリア
に落ちない様子にすることが重要です、十分な広さではない場
合はロック機能がついてるランヤードで　ランヤードを短くしたり
フックの位置を高くしたりしましょう。



1.墜落制止用器具に関する知識

ランヤードの取り付け位置

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等
　への取り付け方法及び選定方法
　

フックの掛け替え時の墜落リスクを低減させるため、２丁
掛けを積極的に使用しましょう。

取付箇所からのフックの脱落を防止するため、墜落後に
フックに曲げの力がかからないように、  フックの主軸と墜
落時にかかる力の方向が一致するように取り付けましょ
う。

次もランヤードの取り付けいちですね、
まずは読んでいきます
フックが一丁がけだとフックの付け替え時に安全帯がついてい
ない瞬間が生まれてしまいます、安全帯を二丁装着していれば
安全帯をかけながら片方新しい取り付け器具にフックを掛け替
え常に安全帯がかかっている状態になりますますので積極的に
安全帯は2丁がけしましょう

では左下の図をみていきましょう
フックの良い例、悪い例ですね良い例はフックにかかる主軸と力
の方向が一致していますが悪入れに関しては主軸と力の方向
が一致していないのがわかります。
フックがは真っ直ぐにかかる力に対してつよいですが、横に対す
る力は弱いので墜落時フックが折れてしまう可能性があります
ので悪い例の用な掛け方はしてはいけません。

右に図のフック側にショックアブソーバーがついている場合
左のランヤードで巻きつける通し方をするとショックアブソーバー
も傷つきますし、うまく作動しません、
なのでワイヤロープ等などの衝撃に耐えれる物を構造物に通し
てそこにフックをかけましょう
ショックアブソーバーがフックがわについていないものであれば
当て物などをしてランヤードをなるべく傷つけないよう心掛けま
しょう。



1.墜落制止用器具に関する知識

ランヤードの取り付け設備の種類及び構造

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等への取り付け方法及び選定方法
　

どんなに安全な墜落制止
用器具を使用してもフック
の掛け方を誤ると墜落制止
効果を得ることができませ
ん。

　親綱

強固な取り付け設備がない場合は、ランヤードとフルハー
ネス等を結合するD環より高い位置にロープを張り 、それに
フックを掛けて墜落制止用器具を使用する。
親綱の材質はナイロン等の合成繊維を用い十分な強度を
満たすもので、破断しない物を使用。
親綱に張力を加える緊張器などが利用される

親綱緊張器

5.墜落制止用器具の関連器具の使用方法 ではここからはランヤードの取り付け設備等への取り付け方法
と5番墜落制止用器具の関連器具の使用方法も一緒にやって
いきますつまり取り付け設備も紹介しながら使用方法も学んで
いくということですね、では読んでいきます

どんなに安全な墜落制止用器具を使用してもフックの掛け方を誤ると墜落制
止効果を得ることができません。

高所作業だと安全帯をかけれるところがない場合があります、そ
の場合に活躍するのが親綱になります、
先端のフックを構造物、もしくは専用の取り付け器具などにかけ
フックの反対側に専用の緊張器を使いロープをはって何もない
空間に命綱を付けれるようにします右下の写真が親綱ですね、
そして隣が親綱のたわみを張らせる緊張器になります。右上の
図のように少しでもたるみがあると落下した時に落下距離が大
幅に増えてしまいますので気をつけましょう



1.墜落制止用器具に関する知識

ランヤードの取り付け設備の種類及び構造

　親綱支柱システム

親綱支柱システムは親綱支柱、支柱用親綱、緊張器で構
成されます。支柱の奥まで鉄骨フランジに差し込み、締め付
けボルトで十分に締めましょう。
安全帯のランヤードの長さは1,7m以内にして使用してくださ
い。固定する支柱のスパンは10m以下にして、1スパン1人
で使用してください。親綱の長さは15m以下（控え含め）のも
のを使用してください。

親綱支柱

親綱は墜落時の
衝撃でかなりたわ
むので低い作業床
での落下は床面に
衝突のおそれがあ
るので注意が必要

です

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等への取り付け方法及び選定方法
　5.墜落制止用器具の関連器具の使用方法

次は先ほど言いました親綱に取り付ける専用器具の親綱支柱
の説明です。
では読んでいきます

とにかく親綱は墜落時にたわみがあるのでなるべく墜落距離を
大きくしないようにしなければいけません。
ランヤードの長さは1.7mいないにし、支柱のスパンは必ず 10m
以内としましょうスパンが 10m以内だからといって15m以上の親
綱を使用することはしてはいけません

ではひだりしたの図からいきましょう
これはワンスパン10m以内とワンスパンに1人しか安全帯をか
けてはいけないという図になっています。
なぜ一つの親綱に1人しか使用してはいけないかは右の図の通
り強度もそうですが、一番はたわみによる巻き込みですね
1人が転落した際にたるんだ親綱に他の人がつけていた安全帯
が引き込まれ一緒に墜落してとても危険な状態になりますので
気をつけましょう



1.墜落制止用器具に関する知識

ランヤードの取り付け設備の種類及び構造

親綱が長いほど墜落時に起きる垂直距離は大きくなります。

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等への取り付け方法及び選定方法
　5.墜落制止用器具の関連器具の使用方法

次は親綱の使用基準の説明です
右上から読んでいきます

したの図にある表を見てください
スパンが伸びれば伸びるほど落下する垂直距離が大きくなるの
がわかります。落下下にある床との距離近い場合は
この表を参考にして使用してください。

これは左の図の通りになります。



1.墜落制止用器具に関する知識

ランヤードの取り付け設備の種類及び構造

垂直親綱の取り付け

垂直親綱ははしごの昇降などに使われます。
一本の垂直親綱を使用する作業者は原則として 1人で
使用してください。
垂直親綱に取り付けた取り付け設備の位置より D環の
位置が下にならないようにしましょう。

親綱式スライド器
具

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等への取り付け方法及び選定方法
　5.墜落制止用器具の関連器具の使用方法

次は垂直親綱の取り付け方法
及び使用方法
右の図にある親綱式スライド器具を使用してください。
先ほどの水平親綱と原理は似ていますがロングパンで使用する
と落下距離が大きくなるので昇降し始めの際は注意が日丁で
す。



1.墜落制止用器具に関する知識

ランヤードの取り付け設備の種類及び構造

安全ブロック

作業者の墜落を阻止する器具。
墜落により高速でストラップが繰り出されると。 ロック機
能が作動し墜落を防止することができます。はしご等で
の昇降時や傾斜面などで使用されます。安全ブロック
を取り付ける際は堅固な設備に取り付けてください。　
安全ブロックにはショックアブソーバー付きの仕様のも
のもあり落下時の衝撃を緩和するショックアブソーバ付  
きの安全ブロックの使用を推奨します。
安全ブロックのフックはD環もしくは連結ベルトなどに装
着しましょう。

安全ブロック

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等への取り付け方法及び選定方法
　5.墜落制止用器具の関連器具の使用方法

では次に安全ベルトの説明です
ハーネスの種類について説明した連結ベルトですがこれがない
と1人で安全ブロックのフックをかけるのがなかなか難しいので
安全ブロックを使用する際は連結ベルトを推奨します。

安全ブロックのフックに紐をかけて下から昇降する位置まで紐を
おろしておけば実際に使用する時に安全に昇降できます。
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3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等への取り付け方法及び選定方法
　5.墜落制止用器具の関連器具の使用方法
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3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等への取り付け方法及び選定方法
　5.墜落制止用器具の関連器具の使用方法
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ランヤードの取り付け設備の種類及び構造

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等への取り付け方法及び選定方法
　5.墜落制止用器具の関連器具の使用方法



1.墜落制止用器具に関する知識

ランヤードの取り付け設備の種類及び構造

3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等への取り付け方法及び選定方法
　5.墜落制止用器具の関連器具の使用方法



1.墜落制止用器具に関する知識

墜落制止用器具の点検

4.墜落制止用器具の点検及び整備の方法
　

＊ 取扱説明書に記載されている安全上必要な部品は全て揃っているか

＊ 点検は日常点検のほかに一定期間ごとに定期点検を行うものとし

定期点検は半年を超えないようにしましょう。

① ベルトの摩耗、傷、ねじれ、塗料・薬品類による変色・硬化・溶解はないか

② 縫糸の摩耗、切断やほつれはないか

③ 金具類の摩耗、亀裂、変形、錆、腐食、樹脂コーティングの劣化、電気のショート

による溶融、回転部やリベット（頭部とネジ部のない胴部）、バネ状態はよいか

④ 巻き取り器のストラップの巻き込み、引き出しの状態はよいか

⑤
ロック機能付き巻き取り器はストラップを速く引き出した時にロックするかの確認

⑥ ランヤードの摩耗、素線切れ、傷、焼けこげ、キンク（ねじれ、よじれ）や撚りも

どり等による変形、薬品類による変色、硬化、溶解、ショックアブソーバーの状態

ランヤードのロープは摩耗の進行
が早いので1年以上使用している
ものは短い間隔で定期的に目視
チェックが必要です。

墜落用制止器具の点検・保守及び保管は、責任者を定
める等により確実に行い管理台帳等にそれらの結果や
管理上必要な事項を記録しておきましょう。

では
3.墜落制止用器具のランヤードの取り付け設備等への取り付け方法及び選定方法
と、5.墜落制止用器具の関連器具の使用方法
が終わりましたので最後の範囲である4墜落制止用器具の点検及び整備の方法に行きたいと
思います。



1.墜落制止用器具に関する知識

墜落制止用器具の保守

4.墜落制止用器具の点検及び整備の方法
　

保守にあたっては、部品を組み合
わせたパッケージ製品を分解して
他社製品の部品と組み合わせたり
改造はしてはいけません。

保守とは正常な状態を保ちそれが損じないようにするこ
とで、保守は定期的及び必要に応じて行うこととしましょ
う。

①

ベルト、ランヤードのロープ等の汚れは、ぬるま湯を使って洗い、

落ちにくい場合は中性洗剤を使って洗った後、よくすすぎ、直射日光

に当たらない室内の風通しのよい所で自然乾燥させること。その際、

ショックアブソーバ内部に水が浸透しないよう留意すること。

② ベルト、ランヤードに塗料がついた場合は、布等でふきとること。

強度に影響を与えるような溶剤を使ってはならないこと。

③ 金具類が水等に濡れた場合は、乾いた布でよくふきとった後、さび止めの

油をうすく塗ること。

保守をしていないと早く故障し本来長く使える物でもすぐに交換
などをしてしまいコストもかかりますしいざという時に正常な動作
も出来ない可能性もあります



1.墜落制止用器具に関する知識

墜落制止用器具の保守

4.墜落制止用器具の点検及び整備の方法
　

摺動部・しゅうどうぶ
滑って動くこと

④ 金具類の回転部、摺動部は定期的に注油すること。砂や泥等がつい ている場合は

よく掃除して取り除くこと。

⑤

一般的にランヤードのロープ等は墜落制止用器具の部品の中で寿命

が最も短いので、ランヤードのロープ等のみが摩耗した場合には、ラ

ンヤードのロープ等を交換するか、ランヤード全体を交換すること。

交換にあたっては、墜落制止用器具本体の製造者が推奨する方法によ

ることが望ましいこと。

⑥

巻取り器については、ロープの巻き込み、引き出し、ロックがある場合

はロックの動作確認を行うとともに、巻取り器カバーの破損、取付け

ネジの緩みがないこと、金属部品の著しい錆や腐食がないことを確認

すること。

メーカーに相談しましょ
う。

巻き取り器は点検箇所が
多いので注意



1.墜落制止用器具に関する知識

墜落制止用器具の保管

4.墜落制止用器具の点検及び整備の方法
　

　　　　　（１）直射日光に当たらない所 
　　　　　（２）風通しがよく、湿気のない所 

（３）火気、放熱体等が近くにない所 
　　　　　（４）腐食性物質が近くにない所 
　　　　　（５）ほこりが散りにくい所 
　　　　　（６）ねずみの入らない所

墜落制止用器具は次のような場所に保管すること。



1.墜落制止用器具に関する知識

墜落制止用器具の廃棄・交換の目安

4.墜落制止用器具の点検及び整備の方法
　

一度でも落下時の衝撃がかかったものは使用しないこ
と。 点検の結果、異常があったもの、摩耗・傷等の劣
化が激しいものは使用しないこと。


